









































A Study on Sound Change Which Contains a Semi-vowel [j] and Not Contains it
in Modern Japanese : “nijippun” （20 minutes） and “shukudai” （Homework）
Yoshimitsu Ozaki








　　（1）全国での多人数調査（2009 年実施、20 歳〜 79 歳の男女 803 人が回答）注 2
　　（2）北海道（札幌市・釧路市・富良野市）における多人数調査（2011 〜 12 年実施、
15 歳〜 79 歳の男女各地点 206 人が回答）注 3






































































すと図 2 のとおりである（図 1 の「★首都圏（317 人）」の方を示す）。70 代から 50 代ま





部の 250 地点について、その土地生え抜きの高年層（大正 15 年以前の出生者）と若年層（昭






























　北海道調査の結果は図 3-1 〜図 3-3 のとおりであった。注 4











見られ、「ジ」の数値は釧路市で 75.0%、富良野市では 85.7% にまで達する。本来の発音
が非常に一般的であった地域・年齢層である。
　これが若年層になるに従い「ジ」はほぼ一貫して減少し、代わって新しい「ジュ」がほ
ぼ一貫して増加する。とりわけ 60 代から 50 代にかけての変化が著しく、50 代以下では
新しい「ジュ」の発音が一般的となる。従来の「ジ」で発音する人の割合は、札幌市と富











ある程度認められる。これに対し、その下の 50 代・40 代では逆の傾向が認められる。そ













られないが、30 代〜 50 代では数値の上昇が著しい。「ジ」から「ジュ」への変化は、と
りわけこの年齢層において大きく進行したことが確認される。




性である。この 2 つの調査の実施時期の間隔は約 25 年あるので、かつて 20 代であった人
たちの今回の調査時点での年齢層は 40 〜 50 代、10 代であった人たちは 30 〜 40 代である。
図 5-1 の 20 代・30 代をその分だけ左側にスライドすると、おおよそ実際の数値と重なり
そうである。




10 年刻みの元号による回答者の生年層別に組み替えて示したのが図 5-2 である。なお、
1985 年の調査では、たとえば 60 代は大正 5 年から 14 年生まれに該当するなどの事情から、
グラフは図 5-1 と全く同じである。一方、今回の調査では、区切りとなる年齢が年齢層別
グラフと異なるため、先のグラフと数値が異なる。






































回答者の数値を全国平均と比較して示したのが図 4 である（図 6 の「★首都圏（317 人）」
の方を示す）。



























































して減少し、逆に新しい「ジュ」がほぼ一貫して増加する。中でも 60 代から 50 代にかけ
ての変化がいずれの地域においても著しく、この点が北海道の特徴として注目される。






















































年代生まれと昭和 30 年代生まれとの間におこったこと、昭和 30 年代生まれ以降では「ジュ」が優勢で
あることを指摘している。
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